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１．平戸市の立地特性の調査・整理

（１）温室効果ガス排出量

 2013年度（基準年度）における平戸市全域の部門別の温室効果ガス排出量は、220.1千t-CO2

である。最新の現況年度である2017年度の温室効果ガス排出量は182.5千t-CO2で、2013年度に

比べて17％減少している。

 その推移をみると、産業部門の建設業・鉱業及び農林水産業、業務その他部門、家庭部門、運輸部

門の自動車は減少傾向にあり、その他の部門は年度によって増減している。

（２）エネルギー需要量

 平戸市全体でのエネルギー消費量の推移をみると、基準年度である2013年度は2,515TJであったもの

が、2018年には2,329TJと7.4％減少している。

 2018年のエネルギー種別の内訳は、「軽質油製品」が1,285TJ（全体の55.2%）、「電力」が

505TJ（全体の21.7%）、「重質油製品」が297TJ（全体の12.8%）となっている。

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
石炭 43 39 17 2 4 5
石炭製品 1 1 1 1 1 17
原油 0 0 0 0 0 0
軽質油製品 1,297 1,238 1,256 1,362 1,309 1,285
重質油製品 380 351 392 373 325 297
LPG 94 86 78 72 64 68
LNG 30 28 15 9 9 7
都市ガス 105 111 115 106 106 119
再エネ等 24 25 25 29 30 21
電力 536 532 507 481 510 505
熱 5 5 5 4 4 5

廃棄物

合計 2,515 2,415 2,410 2,438 2,362 2,329

（TJ）
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（３）再生可能エネルギー導入量

 再生可能エネルギーの導入量をみると、太陽光発電、風力発電によるものが中心となっており、水力発

電、地熱発電などにおいての導入は見られない。

 平戸森林組合においては、木質バイオマスボイラーが導入されている。

 今後、地域における再生可能エネルギーの拡大に際しては、ポテンシャルを踏まえながら、熱含めた多様

な再生可能エネルギー導入推進を図る必要がある。
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区分 発電出力（kW） 熱出力（kW） 備考

太陽光発電 1 チョープロ　下中野 959 －

11,131 2 チョープロ　古江 989 －

kW 3 チョープロ　迎紐差 468 －

4 モモソーラーステーション 1,983 －

5 宮之浦 198 －

6 田平南 450 －

7 トーチインターナショナル 1,294 －

8 エコスタイル 670 －

9 リープトンエナジー 2,061 －

10 テクノエイト 2,059 －

小計 11,131 －

風力発電 1 的山大島風力発電所 32,000 －

68,180 2 平戸風力発電所 1,990 －

kW 3 田平風力発電所 1,990 －

4 平戸南風力発電所 32,200 － 未稼働

小計 68,180 －

廃棄物発電 1 北松北部クリーンセンター余熱発電 870 －

小計 870 －

木質バイオマス熱利
用

1 平戸市森林組合（椎茸温室） － 900 2020年度　500kW×1台 200kW×2台

小計 － 900

合計 80,181 900 ※未稼働分含む

項目

＜平戸市森林組合 木質チップボイラー＞



32,000kW

198kW

1,990kW

32,000kW
（未稼働）

2,059kW

468kW

959kW

989kW
2,061kW

不明

670kW

1,990kW
900kW 1,983kW

450kW
1,294kW

900kW
(ボイラー出力)

主な再エネ発電所の位置図（100kW以上）

凡例

太陽光発電
風力発電
廃棄物発電
木質バイオマス熱利用

3

 平戸市の公共施設において、再生可能エネルギーの導入状況は、太陽光発電設備のみの導入となって

おり、合計123.9kWとなっている。

施設名 導入容量（kW） 設置年度

紐差小学校 19 2010年度

田平北小学校 17 2011年度

平戸中学校 19 2012年度

中部中学校 25 （不明）

たびら昆虫自然園 18.9 2011年度

消防庁舎 15 2014年度

大島村公民館 10 2016年度

計 123.9



 固定価格買取制度（FIT）を活用した再生可能エネルギーについて、令和元年度における平戸市域で

の導入量は以下のとおりである。前述のとおり、風力発電、太陽光発電の導入により合計67,790kWが

導入しており、対消費電力FIT導入比は88.4%となっている。
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■再生可能エネルギー導入容量（kW） 単位：kW

太陽光発電（10kW
未満）

太陽光発電（10kW
以上）

風力発電（20kW未
満）

風力発電（20kW以
上）

水力発電 地熱発電 バイオマス発電 合計

2013年度 平成25年度 3,160 7,161 0 39,420 0 0 0 49,741

2014年度 平成26年度 3,398 11,405 0 39,420 0 0 0 54,223

2015年度 平成27年度 3,788 14,966 0 39,420 0 0 0 58,174

2016年度 平成28年度 4,061 16,788 39 39,420 0 0 0 60,308

2017年度 平成29年度 4,296 18,013 98 39,420 0 0 0 61,827

2018年度 平成30年度 4,536 19,584 362 39,420 0 0 0 63,902

2019年度 令和元年度 4,739 22,402 439 40,210 0 0 0 67,790

2020年度 令和2年度 4,943 24,753 439 40,210 0 0 0 70,345

■再生可能エネルギー設備利用率（％）、年間利用時間（h/年）

太陽光発電（10kW
未満）

太陽光発電（10kW
以上）

風力発電（20kW未
満）

風力発電（20kW以
上）

水力発電 地熱発電 バイオマス発電

13.7 15.1 24.8 24.8 60 80 80

8,760 8,760 8,760 8,760 8,760 8,760 8,760

■再生可能エネルギー発電電力量（kWh/年） 単位：kWh/年

太陽光発電（10kW
未満）

太陽光発電（10kW
以上）

風力発電（20kW未
満）

風力発電（20kW以
上）

水力発電 地熱発電 バイオマス発電 合計

2013年度 平成25年度 3,792,127 9,472,681 0 85,639,162 0 0 0 98,903,970

2014年度 平成26年度 4,078,116 15,085,946 0 85,639,162 0 0 0 104,803,223

2015年度 平成27年度 4,545,923 19,796,294 0 85,639,162 0 0 0 109,981,378

2016年度 平成28年度 4,873,195 22,206,495 85,161 85,639,162 0 0 0 112,804,013

2017年度 平成29年度 5,155,704 23,827,140 212,034 85,639,162 0 0 0 114,834,040

2018年度 平成30年度 5,444,332 25,904,932 786,438 85,639,162 0 0 0 117,774,864

2019年度 令和元年度 5,687,597 29,632,337 953,328 87,355,421 0 0 0 123,628,682

2020年度 令和2年度 5,932,169 32,741,881 953,328 87,355,421 0 0 0 126,982,799

■再生可能エネルギー導入件数（件/年） 単位：件/年

太陽光発電（10kW
未満）

太陽光発電（10kW
以上）

風力発電（20kW未
満）

風力発電（20kW以
上）

水力発電 地熱発電 バイオマス発電 合計

2013年度 平成25年度 712 102 0 6 0 0 0 820

2014年度 平成26年度 748 198 0 6 0 0 0 952

2015年度 平成27年度 806 275 0 6 0 0 0 1,087

2016年度 平成28年度 850 291 2 6 0 0 0 1,149

2017年度 平成29年度 886 306 6 6 0 0 0 1,204

2018年度 平成30年度 924 340 20 6 0 0 0 1,290

2019年度 令和元年度 952 371 24 6 0 0 0 1,353

2020年度 令和2年度 976 405 24 6 0 0 0 1,411

■再生可能エネルギー導入件あたりの導入容量（kW/件） 単位：kW/件

太陽光発電（10kW
未満）

太陽光発電（10kW
以上）

風力発電（20kW未
満）

風力発電（20kW以
上）

水力発電 地熱発電 バイオマス発電

2013年度 平成25年度 4.4 70.2 0 6,570.0 0 0 0

2014年度 平成26年度 4.5 57.6 0 6,570.0 0 0 0

2015年度 平成27年度 4.7 54.4 0 6,570.0 0 0 0

2016年度 平成28年度 4.8 57.7 19.6 6,570.0 0 0 0

2017年度 平成29年度 4.8 58.9 16.3 6,570.0 0 0 0

2018年度 平成30年度 4.9 57.6 18.1 6,570.0 0 0 0

2019年度 令和元年度 5.0 60.4 18.3 6,701.7 0 0 0

2020年度 令和2年度 5.1 61.1 18.3 6,701.7 0 0 0

年度

設備利用率（％）

年間利用時間（h/年）

年度

年度

年度



２．再生可能エネルギーの導入ポテンシャルの算定

 平戸市の再生可能エネルギーの導入ポテンシャルの算定については、環境省の再生可能エネルギー情報

提供システム（REPOS）や、他調査結果等を参考にした。

 なお、中小水力発電（河川、農業用水路）と地熱発電については、再生可能エネルギー情報提供シ

ステム（REPOS）においては、導入ポテンシャルがないとの結果であったが、中小水力発電（河川、農

業用水路）については、長崎県の「農業水利施設を活用した小水力等発電マスタープラン」において検

討された小水力等発電（久吹ダム）の試算結果と、市内の浄水場の現地調査の結果を用いて、補正

を行った。

 バイオマス発電・熱利用（木質系、畜産系）の導入ポテンシャルについては、「平戸市木質バイオマスエ

ネルギー導入計画（平成30年２月）」と市内の畜産の飼養頭数から算定を行った。

 導入ポテンシャルの推計結果、電力量は、2,793,929MWh/年、熱利用量は、2,535,589GJ/年と

の結果になり、平戸市におけるCO2排出量（2013年度）に対しての再生可能エネルギー比率は、

542.2%の導入ポテンシャルがあるとの結果になった。
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電力

（MWh/年）

熱

（GJ/年）

住宅用等 142,617 － 1,421,895 37,222 52,055

公共系等 2,305,630 － 22,987,136 601,757 841,555

風力発電 （陸上） 283,975 － 2,831,234 74,116 103,651

木質系 61,359 － 611,744 16,014 22,396

畜産ふん尿系 205 － 2,045 54 75

河川 0 － 0 0 0

農業用水路・水利施設 152 － 1,520 40 56

地熱発電 0 － 0 0 0

木質系 － 196,745 196,745 5,150 13,494

畜産ふん尿系 － 1,477 1,477 39 101

太陽熱 － 281,050 281,050 7,357 19,276

地中熱 － 2,056,317 2,056,317 53,830 141,035

2,793,939 2,535,589 30,391,162 795,580 1,193,695

220,144

542.2%

バイオマス熱利用

計　（電力量、熱量）

CO2換算量

(ｔ-CO2)

バイオマス発電

平戸市におけるCO2排出量（2013年度）に対しての再生可能エネルギー比率

CO2排出量（2013年度）※基準年度　　　出典：「第２次平戸市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」

熱

利

用

中小水力発電

発

電

利

用

原油換算値

（GJ/年）

太陽光発電

再生可能エネルギー

期待可採量
熱量換算値

（GJ/年）



３．ゼロカーボンシティひらど推進に向けたエリア戦略等の検討

（１）エリア戦略のロードマップ・将来像
 短期（2030年度）・中期（2040年度）・長期（2050年度）のロードマップとして、地域地区（エリ

ア）ごとで多様な再生可能エネルギーの導入推進を図り、再生可能エネルギーの地産地消の強化、地

域脱炭素の実現を目指す。
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No. 分類 名称案 エリア 短期 中期 長期

1 基本 省エネ行動の実践 全域

2 基本 公共施設等ゼロカーボン 全域

3 基本 中心市街地におけるマイクログリッド・スマートグリッド
中心
市街地

4 基本 EV充電スポットの整備と太陽光発電+蓄電池 全域

5 基本 公用車のゼロカーボン 全域

6 基本 公共交通機関のゼロカーボン 全域

7 基本 陸上風力発電の推進
農山漁村
離島

8 基本 熱需要の把握と木質バイオマス実証事業 全域

9 基本 木質バイオマス熱利用の推進 全域

10 基本 ブルーカーボン・グリーンカーボン 農山漁村

11 基本 カーシェアリング 全域

12 基本 BDFの利用拡大 全域

13 基本 水産施設のゼロカーボン 農山漁村

14
応用
発展

マイクロ水力発電 農山漁村

15
応用
発展

新技術への挑戦 全域

16
応用
発展

木質バイオマス利用の拡大 全域

17
応用
発展

海岸ゴミのエネルギー化
離島

農山漁村

18
応用
発展

自動運転 全域

19
応用
発展

海上交通のゼロカーボン 離島

20
応用
発展

家畜糞尿の適正処理と肥料製造
離島

農山漁村

21
応用
発展

水素の利用・製造 全域

軽トラック・農機・重機等のゼロカーボン
離島

農山漁村

食用油生産・BDF原料生産
離島

農山漁村

MaaS（複数の移動手段の予約・決済の一元化） 全域

省エネ行動の実践

市役所周辺での実証試験

交通量・施設利用者数等を考慮して、EV充電スポット+太陽光発電+蓄電池を順次導入

市内を走る公用車のEV化、BDF・FCV実証

ふれあいバスのゼロカーボン化、自動運転実証、全公共交通ゼロ―ボンに向け順次

既設の風力発電の対応

熱利用実証試験と熱需要調査

藻場再生、森林整備

グリスロの導入・シェアリング

公用車のBDF実証試験

製氷施設等への太陽光発電+蓄電池

浄水場の水管へのモデル導入 農業用水路等の他の候補地への導入

水素実証、家庭用風力水力発電など

公共施設への再エネ、高効率機器、蓄電池等の導入、一般家庭・事業所への展開

大島航路でのBDF実証試験・本格導入

バイオガス熱電併給への挑戦、再エネを活用したたい肥センターの整備等

他地域への展開

出張用公用車のゼロカーボン 緊急車両を含めた全車両のゼロカーボン

バス・乗合タクシーのEV化、BDF利用等

風力発電の新設の検討 小型風力発電等の新技術への挑戦

熱利用の普及展開

島民向け本土カーシェア

一般・事業者向けへの展開、BDF製造の拡大、廃油回収システム構築など

水素製造・利用、海洋エネルギー利用など

地域熱供給、発電事業

ゴミ拾い運動 廃プラスチックの液化・発泡スチロールの液化、および燃料利用の実証

中心市街地での実証試験、順次導入

BDF利用・電気船化・燃料電池船化

度島での実証試験

度島でのEV軽トラの試験導入 順次実証試験・導入

離島での生産試験・本格生産 本島でのBDF原料本格生産

離島での実証試験 全域での本格導入

本格導入水素利用実証・水素製造実証

＜将来像＞



（２）エリア別具体的取り組み
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■NO.1　省エネ行動の実践
2030年度 2040年度 2050年度 単位

76% 64% 52% ％

86% 76% 67% ％

89% 80% 72% ％

5,207 8,926 12,273 t-CO₂/年

8,073 11,419 14,306 t-CO₂/年

2,318 3,735 4,560 t-CO₂/年

エネルギー消費原単位（産業部門、家庭
部門、業務部門）の導入目標

CO₂削減量

家庭部門

業務部門

産業部門

家庭部門

業務部門

産業部門
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■No.2公共施設等のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

202 376 376 施設

1,140 1,492 2,064 施設
6,288 7,854 7,854 kW
35,173 38,564 41,664 kW
3,306 4,002 4,002 t-CO₂/年
14,057 15,748 17,124 t-CO₂/年

太陽光発電の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量

民間施設

公共施設
民間施設
公共施設
民間施設

公共施設

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.2　公共施設等のゼロカーボン 1,233,003 1,968,732 3,201,735
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■No.3マイクログリッド・スマートグリッド
2030年度 2040年度 2050年度 単位

公共施設 0 0 5 施設
民間施設 0 0 0 施設
公共施設 0 0 0 施設

民間施設 0 0 0 施設
公共施設 0 0 1,359 kW
民間施設 0 0 0 kW
公共施設 0 0 0 kW
民間施設 0 0 0 kW
公共施設 0 0 603 t-CO₂/年
民間施設 0 0 0 t-CO₂/年
公共施設 0 0 0 t-CO₂/年
民間施設 0 0 0 t-CO₂/年

太陽光発電の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量
中心市街地

中心市街地以
外

中心市街地

中心市街地以
外

中心市街地

中心市街地以
外

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.3　マイクログリッド・スマートグリッド 216,761 - 216,761
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■NO.4　EV充電スポットの整備と太陽光発電＋蓄電池
2030年度 2040年度 2050年度 単位

13 26 26 施設

29 191 479 件

234 1558 3895 世帯

118 236 236 kW

261 1,720 4,312 kW

1,165 7,756 19,391 kW

52 105 105 t-CO₂/年

116 764 1,915 t-CO₂/年

517 3,444 8,610 t-CO₂/年

公共施設

民間施設

一般家庭

公共施設

民間施設

一般家庭

EV充電スポットの整備に係る太陽光発電
の導入目標

CO₂削減量

エネルギー削減量

公共施設

民間施設

一般家庭

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.4　EV充電スポットの整備と太陽光発電＋蓄電池 105,421 14,680,375 14,785,796
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■No.5　公用車のゼロカーボン
切り替え元 2030年度 2040年度 2050年度 単位

ガソリン車 31 152 152 台

軽油車 21 105 105 台
ガソリン車 1,136 2,271 5,678 台

軽油車 123 245 613 台

ガソリン車 19,628 96,242 96,242 L

軽油車 4,803 24,016 24,016 L
ガソリン車 905,352 1,809,908 4,525,168 L

軽油車 500,877 997,681 2,496,240 L

ガソリン車 45 220 220 t-CO₂/年

軽油車 11 55 55 t-CO₂/年
ガソリン車 2,074 4,146 10,365 t-CO₂/年

軽油車 1,147 2,285 5,718 t-CO₂/年

CO₂削減量

公用車

民間車

ゼロカーボン車（EV、燃料自動車、BDF利
用等）の導入目標

公用車

民間車

エネルギー削減量（燃料使用量）
公用車

民間車

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.5　公用車のゼロカーボン 595,000 80,964,555 81,559,555
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■No.6　公共交通機関のゼロカーボン
切り替え元 2030年度 2040年度 2050年度 単位

ガソリン車 0 0 0 台

軽油車 5 45 104 台

ガソリン車 0 0 0 L

軽油車 20,361 183,248 423,506 L

ガソリン車 0 0 0 t-CO₂/年

軽油車 47 420 970 t-CO₂/年

ゼロカーボン車（EV、燃料自動車、BDF利
用等）の導入目標

エネルギー削減量（燃料使用量）

CO₂削減量

公用車

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.6　公共交通機関のゼロカーボン 2,028,000 - 2,028,000
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■NO.7　陸上風力発電の推進
2030年度 2040年度 2050年度 単位

1 1 1 式

1 1 1 式

1 1 1 式

40,210 40,210 40,210 kW

439 439 439 kW

40,600 40,600 40,600 kW

27,369 27,369 27,369 t-CO₂/年

299 299 299 t-CO₂/年

36,846 36,846 36,846 t-CO₂/年

CO₂削減量

公共施設

民間施設

一般家庭

陸上風力発電の導入目標

公共施設

民間施設

一般家庭

エネルギー削減量

公共施設

民間施設

一般家庭

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.7　陸上風力発電の推進 - 11,327,400 11,327,400
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■No.8　熱需要の把握と木質バイオマス実証事業
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 1 1 1 式
エネルギー削減量（燃料換算） 7,857,800 7,857,800 7,857,800 MJ
CO₂削減量 557 557 557 t-CO₂/年

‐

‐

‐

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.8　熱需要の把握と木質バイオマス実証事業 - 181,595 181,595
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■No.9　木質バイオマス熱利用の推進
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 0 5 10 件
エネルギー削減量（燃料換算） 0 8,334,384 16,668,767 MJ
CO₂削減量 0 590 1,181 t-CO₂/年

‐

‐

‐

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.9　木質バイオマス熱利用の推進 - 524,190 524,190
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■NO.10　ブルーカーボン･グリーンカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

3380 6760 10140 ㎡

1 1 1 式

2 4 6 t-CO₂/年

21,376 21,376 21,376 t-CO₂/年

エネルギー消費原単位（産業部門、家庭
部門、業務部門）の導入目標

CO₂削減量

ブルーカーボン

グリーンカーボン

ブルーカーボン

グリーンカーボン
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■No.11　カーシェアリング
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 27 95 136 世帯
エネルギー削減量（燃料使用量） 4,008 14,102 20,122 L
CO₂削減量 9 32 46 t-CO₂/年

カーシェアリングによる保有台
数減少
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■No.13　水産施設のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

水産施設への太陽光発電の導入目標 3 6 11 施設
エネルギー削減量 181 362 664 kW
CO₂削減量 101 202 370 t-CO₂/年

‐

‐

‐

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.13　水産施設のゼロカーボン　 - 105,941 105,941
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■No.14　マイクロ水力発電
2030年度 2040年度 2050年度 単位

マイクロ水力発電の導入目標 3 3 3 件
エネルギー削減量 29 29 29 kW
CO₂削減量 42 42 42 t-CO₂/年

‐

‐

‐

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.14　マイクロ水力発電 39,741 - 39,741
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■No.15　新技術
2030年度 2040年度 2050年度 単位

北松北部クリーンセンターの余熱発電の
導入目標

1 1 1 件

エネルギー削減量 870 870 870 kW
CO₂削減量 1,221 1,221 1,221 t-CO₂/年

‐

‐

‐
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■No.16　木質バイオマス利用の拡大
2030年度 2040年度 2050年度 単位

0 0 1 件

0 0 1 件

0 0 4,768,243 kW

0 0 1,000 MJ

0 0 338 t-CO₂/年

0 0 2,450 t-CO₂/年

木質バイオマス利用の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.16　木質バイオマス利用の拡大 - 1,300,000 1,300,000
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■No.17　海洋ゴミのエネルギー化
2030年度 2040年度 2050年度 単位

海洋ごみの削減目標（焼却しないことによ
るCO2排出抑制量＝削減量とする） 0 0 10 t/年
CO₂削減量 0 0 27 t-CO₂/年

‐

‐
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■No.19　海上交通のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

海上交通のゼロカーボン化の導入目標 0 0 1 件
エネルギー削減量（燃料使用量） 0 0 57,784 kW
CO₂削減量 0 0 132 t-CO₂/年

‐

‐

‐
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■NO.20　家畜糞尿の適正処理と肥料製造
2030年度 2040年度 2050年度 単位

0 0 1 式

0 0 1 式

0 0 1 式

0 0 150 kW

0 0 242 kW

0 0 1,812,976 MJ

0 0 84 t-CO₂/年

0 0 549 t-CO₂/年

0 0 128 t-CO₂/年バイオガス熱電供給（熱）

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

バイオガス熱電供給（熱）

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

エネルギー削減量

CO₂削減量

陸上風力発電の導入目標

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

バイオガス熱電供給（熱）

単位：千円
公共部門 民間部門 合計

NO.20　家畜糞尿の適正処理と肥料製造 - 972,702 972,702
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（３）導入・削減目標まとめ

■NO.1　省エネ行動の実践
2030年度 2040年度 2050年度 単位

76% 64% 52% ％

86% 76% 67% ％

89% 80% 72% ％

5,207 8,926 12,273 t-CO₂/年

8,073 11,419 14,306 t-CO₂/年

2,318 3,735 4,560 t-CO₂/年

■No.2公共施設等のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

202 376 376 施設

1,140 1,492 2,064 施設
6,288 7,854 7,854 kW
35,173 38,564 41,664 kW
3,306 4,002 4,002 t-CO₂/年
14,057 15,748 17,124 t-CO₂/年

■No.3マイクログリッド・スマートグリッド
2030年度 2040年度 2050年度 単位

公共施設 0 0 5 施設
民間施設 0 0 0 施設
公共施設 0 0 0 施設

民間施設 0 0 0 施設
公共施設 0 0 1,359 kW
民間施設 0 0 0 kW
公共施設 0 0 0 kW
民間施設 0 0 0 kW
公共施設 0 0 603 t-CO₂/年
民間施設 0 0 0 t-CO₂/年
公共施設 0 0 0 t-CO₂/年
民間施設 0 0 0 t-CO₂/年

■NO.4　EV充電スポットの整備と太陽光発電＋蓄電池
2030年度 2040年度 2050年度 単位

13 26 26 施設

29 191 479 件

234 1558 3895 世帯

118 236 236 kW

261 1,720 4,312 kW

1,165 7,756 19,391 kW

52 105 105 t-CO₂/年

116 764 1,915 t-CO₂/年

517 3,444 8,610 t-CO₂/年

■No.5　公用車のゼロカーボン
切り替え元 2030年度 2040年度 2050年度 単位

ガソリン車 31 152 152 台

軽油車 21 105 105 台
ガソリン車 1,136 2,271 5,678 台

軽油車 123 245 613 台

ガソリン車 19,628 96,242 96,242 L

軽油車 4,803 24,016 24,016 L
ガソリン車 905,352 1,809,908 4,525,168 L

軽油車 500,877 997,681 2,496,240 L

ガソリン車 45 220 220 t-CO₂/年

軽油車 11 55 55 t-CO₂/年
ガソリン車 2,074 4,146 10,365 t-CO₂/年

軽油車 1,147 2,285 5,718 t-CO₂/年

太陽光発電の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量

太陽光発電の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量

エネルギー消費原単位（産業部門、家庭
部門、業務部門）の導入目標

CO₂削減量

公共施設

民間施設

公共施設
民間施設

中心市街地

中心市街地以
外

民間施設

一般家庭

公共施設

民間施設

一般家庭

EV充電スポットの整備に係る太陽光発電
の導入目標

CO₂削減量

エネルギー削減量

家庭部門

業務部門

産業部門

家庭部門

業務部門

中心市街地

中心市街地以
外

中心市街地

中心市街地以
外

公共施設
民間施設

公共施設

民間施設

一般家庭

産業部門

公共施設

CO₂削減量

公用車

民間車

ゼロカーボン車（EV、燃料自動車、BDF利
用等）の導入目標

公用車

民間車

エネルギー削減量（燃料使用量）
公用車

民間車
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■No.6　公共交通機関のゼロカーボン
切り替え元 2030年度 2040年度 2050年度 単位

ガソリン車 0 0 0 台

軽油車 5 45 104 台

ガソリン車 0 0 0 L

軽油車 20,361 183,248 423,506 L

ガソリン車 0 0 0 t-CO₂/年

軽油車 47 420 970 t-CO₂/年

■NO.7　陸上風力発電の推進
2030年度 2040年度 2050年度 単位

1 1 1 式

1 1 1 式

1 1 1 式

40,210 40,210 40,210 kW

439 439 439 kW

40,600 40,600 40,600 kW

27,369 27,369 27,369 t-CO₂/年

299 299 299 t-CO₂/年

36,846 36,846 36,846 t-CO₂/年

■No.8　熱需要の把握と木質バイオマス実証事業
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 1 1 1 式
エネルギー削減量（燃料換算） 7,857,800 7,857,800 7,857,800 MJ
CO₂削減量 557 557 557 t-CO₂/年

■No.9　木質バイオマス熱利用の推進
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 0 5 10 件
エネルギー削減量（燃料換算） 0 8,334,384 16,668,767 MJ
CO₂削減量 0 590 1,181 t-CO₂/年

■NO.10　ブルーカーボン･グリーンカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

3380 6760 10140 ㎡

1 1 1 式

2 4 6 t-CO₂/年

21,376 21,376 21,376 t-CO₂/年

■No.11　カーシェアリング
2030年度 2040年度 2050年度 単位

木質バイオマスボイラー等の導入目標 27 95 136 世帯
エネルギー削減量（燃料使用量） 4,008 14,102 20,122 L
CO₂削減量 9 32 46 t-CO₂/年

■No.12　BDF
試算無し

■No.13　水産施設のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

水産施設への太陽光発電の導入目標 3 6 11 施設
エネルギー削減量 181 362 664 kW
CO₂削減量 101 202 370 t-CO₂/年

■No.14　マイクロ水力発電
2030年度 2040年度 2050年度 単位

マイクロ水力発電の導入目標 3 3 3 件
エネルギー削減量 29 29 29 kW
CO₂削減量 42 42 42 t-CO₂/年

■No.15　新技術
2030年度 2040年度 2050年度 単位

北松北部クリーンセンターの余熱発電の
導入目標

1 1 1 件

エネルギー削減量 870 870 870 kW
CO₂削減量 1,221 1,221 1,221 t-CO₂/年

ゼロカーボン車（EV、燃料自動車、BDF利
用等）の導入目標

CO₂削減量

公共施設

民間施設

一般家庭

‐

エネルギー削減量（燃料使用量）

CO₂削減量

陸上風力発電の導入目標

公共施設

民間施設

一般家庭

エネルギー削減量

公共施設

民間施設

一般家庭

エネルギー消費原単位（産業部門、家庭
部門、業務部門）の導入目標

CO₂削減量

‐

‐

ブルーカーボン

グリーンカーボン

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

カーシェアリングによる保有台
数減少

公用車

ブルーカーボン

グリーンカーボン

‐

‐

‐

‐
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■No.16　木質バイオマス利用の拡大
2030年度 2040年度 2050年度 単位

0 0 1 件

0 0 1 件

0 0 4,768,243 kW

0 0 1,000 MJ

0 0 338 t-CO₂/年

0 0 2,450 t-CO₂/年

■No.17　海洋ゴミのエネルギー化
2030年度 2040年度 2050年度 単位

海洋ごみの削減目標（焼却しないことによ
るCO2排出抑制量＝削減量とする） 0 0 10 t/年
CO₂削減量 0 0 27 t-CO₂/年

■No.18　自動運転
試算無し

■No.19　海上交通のゼロカーボン
2030年度 2040年度 2050年度 単位

海上交通のゼロカーボン化の導入目標 0 0 1 件
エネルギー削減量（燃料使用量） 0 0 57,784 kW
CO₂削減量 0 0 132 t-CO₂/年

■NO.20　家畜糞尿の適正処理と肥料製造
2030年度 2040年度 2050年度 単位

0 0 1 式

0 0 1 式

0 0 1 式

0 0 150 kW

0 0 242 kW

0 0 1,812,976 MJ

0 0 84 t-CO₂/年

0 0 549 t-CO₂/年

0 0 128 t-CO₂/年

■No.21　水素の利用・製造
試算無し

‐

‐

‐

‐

木質バイオマス利用の導入目標

エネルギー削減量

CO₂削減量

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

木質バイオマス利用拡大（熱）

木質バイオマス利用拡大（電気）

バイオガス熱電供給（熱）

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

バイオガス熱電供給（熱）

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

エネルギー削減量

CO₂削減量

‐

陸上風力発電の導入目標

太陽光発電

バイオガス熱電供給（電気）

バイオガス熱電供給（熱）
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（４）概算事業費標まとめ

単位：千円

公共部門 民間部門 合計

NO.1　省エネ行動の実践 - - 0

NO.2　公共施設等のゼロカーボン 1,233,003 1,968,732 3,201,735

NO.3　マイクログリッド・スマートグリッド 216,761 - 216,761

NO.4　EV充電スポットの整備と太陽光発電＋蓄電池 105,421 14,680,375 14,785,796

NO.5　公用車のゼロカーボン 595,000 80,964,555 81,559,555

NO.6　公共交通機関のゼロカーボン 2,028,000 - 2,028,000

NO.7　陸上風力発電の推進 - 11,327,400 11,327,400

NO.8　熱需要の把握と木質バイオマス実証事業 - 181,595 181,595

NO.9　木質バイオマス熱利用の推進 - 524,190 524,190

NO.10　ブルーカーボン･グリーンカーボン - - 0

NO.11　カーシェアリング - - 0

NO.12　BDF - - 0

NO.13　水産施設のゼロカーボン　 - 105,941 105,941

NO.14　マイクロ水力発電 39,741 - 39,741

NO.15　新技術 - - 0

NO.16　木質バイオマス利用の拡大 - 1,300,000 1,300,000

NO.17　海洋ゴミのエネルギー化 - - 0

NO.18　自動運転 - - 0

NO.19　海上交通のゼロカーボン - - 0

NO.20　家畜糞尿の適正処理と肥料製造 - 972,702 972,702

NO.21　水素の利用・製造 - - 0

合計 4,217,925 112,025,490 116,243,415



４．地域エネルギー会社の設立可能性検討
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（１）なぜ地域エネルギー会社が必要なのか
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（２）地域エネルギー会社がもたらす効果
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（３）事業プラン・実現可能性
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